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フッ化法による分別プロセスの概要

フッ素（F2）

酸化物転換
（放射性廃棄物）

酸化物転換
（核燃料物質）

オフガス
処理

フッ化分別

デブリ取り出しに伴い
発生する廃棄物
（U, Puを含む）

核燃料物質
（酸化物）として
輸送・保管・貯蔵・
処理・処分

放射性廃棄物
(酸化物)として
輸送・保管・貯蔵・
処理・処分

水蒸気

揮発性フッ化物
(U, Pu, 微量FP,
Si, 余剰F2, B, C, Cl)

残渣フッ化物
(Zr, Fe, Ca, Al,
FP, MA, Na)

Si, 余剰F2,
B, C, Cl

U, Pu
回収

1Fで発生した
デブリや廃棄物を
合理的に管理

➢ 廃棄物をフッ素ガスと反応させ、核燃料物質を揮発させて選択的に回収。

➢ 回収物は安定かつ長期保管・処理・処分に適合させやすい酸化物に転換。

U,
Pu

F2は再利用HF回収し、
再利用

水蒸気

HF回収し、
再利用

反応
容器
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フッ化法適用時の効果

デブリ取出しに伴い
発生する廃棄物※１

放射性廃棄物核燃料物質

フッ化後の回収物

重量（t)
（概算値）

※１：T.Washiya, et.al., Proceeding of ICONE-23(2015)を基に1F廃棄物量(核燃料物質、被覆管、構造材、コンクリート)を概算。
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構造材（SUS）

被覆管（Zr）

Pu,
微量FP

MA,FP,
微量Pu

フッ化処理（U・Pu分離率：90%を想定）

核燃料物質
として

手厚く管理

核燃料物質の
減少により

管理負荷軽減

U・Puの資源化により
廃棄物量が約30％減少

約30%減

➢ 核燃料物質とその他の放射性廃棄物とに分別して、合理的に管理。

➢ 核燃料物質の資源化により最終的に廃棄物となる物量を約30%低減。
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